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介護施設等への介護ロボット・ＩＣＴ導入支援について 

 

１．補助事業について 

Ｈ２８年度 

船橋市介護ロボット等導入支援事業費補助金（財源：国１００％）※H28年度のみ 

⦿補助限度額 ９２７,０００円 

⦿２２事業所が活用（マッスルスーツや見守り支援システムの導入） 

 

千葉県介護ロボット導入支援事業費補助金 ※継続中 

⦿補助額：補助対象軽費の２分の１ 

⦿上限：「移乗介護」及び「入浴支援」ロボット ⇒ １台につき１００万円 

それ以外のロボット ⇒ １台につき３０万円 

見守り機器の導入に伴う通信環境整備 ⇒ １事業所につき１５０万円 

⦿補助限度台数：サービス種別に関わりなく、利用定員数を５で除した数 

⦿実績                       

年度 実績数（市内施設数） 年度 実績数（市内施設数） 

H28 １４（１） R2 ７３（５） 

H29 １４（０） R3 ９０（８） 

H30 １０７（７） R4 ７７（５） 

R1 １３０（抽出不可） R5 １０３（抽出不可） 

 

 

 

地域医療介護総合確保基金 

平成２６年に国が地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するため、各都道

府県に地域医療介護総合確保基金を設置。 
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Ｒ２年度 

船橋市介護施設等の大規模修繕の際にあわせて行う介護ロボット・ICT導入支援 

事業費補助金（財源：県１００％） ※継続中 

 ⦿補助限度額 １床×４２０,０００円（R5年度から４５８，０００円に増額） 

⦿実績 

年度 事業所数 種類 介護ロボット使用状況報告書の内容 

R2 特養 ２ 介護ロボット 

見守りシステム 

・データで把握できることにより個別ケア

が可能となった。 

・事故発生時に録画されている状況から受

診の判断や再発防止策の検討ができる。 

R3 老健 １ 

介護付有料

１ 

介護ロボット 

見守りシステム 

ICT 

ナースコール・

スマートフォン 

・職員の業務負担感が低減。 

・ナースコールを無線にしたことにより居

室のどこにでも設置が可能となった。PHS

からスマホにしたことによりカメラ機能で

写真・動画で共有が可能となった。 

R4 GH １ 

老健 １ 

地密介護付

有料 １ 

介護ロボット 

見守りシステム 

ICT 

介護ソフト 

・看護師不在時でも心肺停止を確認し医師

に繋げることができた。 

・利用者情報をソフトウェアに集約するこ

とですべての職種において情報共有が可能

となった。 

・パソコン操作が苦手な職員への操作支援

や定期的な研修会が必要。 

R5 特養 １ 介護ロボット 

見守りシステム 
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千葉県介護サービス事業所 ICT導入支援事業費補助金 ※継続中 

⦿補助額：補助対象経費の実支出額の合計に    

２分の１を乗じた額と、右の表に 

定める職員数に応じた基準額を 

比較して少ない方の額 

 

⦿実績 

年度 実績数（市内施設数） 

R2 １９（０） 

R3 １２２（１０） 

R4 １１４（１２） 

R5 １７９（抽出不可） 

 

R５年度 

千葉県コミュニケーションロボット導入支援事業費補助金 

⦿補助額：1台につき補助対象経費の 5分の 4 

補助限度額は 1台につき 100万円 

⦿補助上限台数：１事業所あたり１台 １施設あたり 50名以下 1台、51名以上 2台 

⦿R５交付決定数：９７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数（人） 基準額（千円） 

１～１０ １，０００ 

１１～２０ １，６００ 

２１～３０ ２，０００ 

３１～ ２，６００ 
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２．介護ロボット相談窓口について 

 国は平成３０年１２月に「介護現場革新会議」を開き、介護職員と介護サービス利用者のた

めの基本方針を打ち出した。 

 その後、いくつかの自治体でのパイロット事業報告を受け、相談窓口を設置。 

 

R２年度 

介護現場の生産性向上に向けた介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業 

地域における相談窓口の設置、介護ロボットの評価・効果検証を実施するリビン

グラボ（開発の促進拠点）を含む関係機関のネットワーク形成、実証フィールドの

整備等を行うことで、全国版プラットフォームを構築し、介護ロボットの開発・実

証・普及の流れを加速化することを目指すもの。 

相談窓口を全国に１６か所設置（関東では神奈川県、埼玉県、栃木県に設置）

し、介護ロボットに関する現場からの相談に対応。 

具体的には、介護ロボットを活用した介護現場の業務改善方法の紹介、導入事 

例、介護ロボットの製品情報や補助金・基金等の紹介等を行う。 

 

R４年度 

プラットフォーム事業の相談窓口における取組内容に「伴走支援」が追加される 

プラットフォーム事業の全国１６か所の相談窓口にて、介護ロボット等の導入・

活用の手順を体系化した「介護ロボット導入のパッケージモデル」を用い、伴走支

援の対象となる事業所において、課題を踏まえた適切な介護ロボット等の選定に関

する助言、介護ロボット等の導入にあたっての事業所内のオペレーション変更に関

する助言、職員に対する研修等の実施に関する助言、介護ロボット等の導入による

効果の把握、取組の見直しに関する助言等を実施する。 

 

○市＜令和５年６月３０日 神奈川県の介護ロボット相談窓口を視察＞ 

委託先：社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団 

介護の現場からはどのような機器があるのか、導入するにはどうしたら良いかなど
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の相談や機器の貸出しの問い合わせ、メーカーからは販売促進についての相談を受け

ていることがわかった。 

また、伴走支援については、現場の職員と施設の経営者が一体となって取り組む施

設であることが必要なため、実施する施設の選定が難しいとのことだった。 

 

○市＜令和５年８月３０日 埼玉県の介護ロボット相談窓口を視察＞ 

委託先：社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 

神奈川県の窓口と基本的な業務内容は変わらないが、神奈川県の窓口ではメーカー

からの相談が多いのに対し、埼玉県の窓口では介護施設や事業者への機器の貸出し業

務がほとんどであった。また、伴走支援については、施設を選定して介護職や看護職

からアンケートをとり、困りごと・改善したいこと・利用者にしてあげたいことを点

数化（見える化）して現場課題を洗い出す「現場課題の見える化」に重点を置いてい

るとのことだった。例えば、一言で「見守りロボット」と言っても記録をとることを

重視したいのか、利用者の様子を見ることを重視したいのかなどによって、選ぶ機器

が異なるので、「現場課題の見える化」によって本当に必要な機器の導入につなげる

ことが重要だと説明があった。 

今年度、千葉県でセミナーを実施予定（令和６年１月１９日）であるとのことだっ

た為、本市でも市内の施設に周知することとした。 

 

Ｒ５年度 

介護生産性向上推進総合事業 

都道府県が主体となり、「介護生産性向上総合相談センター」を設置。介護現場革

新会議において策定する基本方針に基づき、介護ロボットや ICT、その他生産性向上

に関する取組を実施する他、人材確保に関する各種事業等とも連携の上、介護事業

者に対し、ワンストップ型の支援を実施する。 

既に、北海道、青森、山梨、兵庫、愛媛の５か所には設置済。厚生労働省に確認

したところ、将来的にはすべての都道府県に１か所設置することを目標としている

とのことだった。 
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○市＜令和５年６月２７日 地域医療介護総合確保基金の活用に係る事業提案書（令和６

年度事業分）を千葉県に提出＞ 

・「介護生産性向上総合相談センター」の設置を要望した。 

・要望書提出後に県に問い合わせたところ、令和６年度中に「介護生産性向上総合相

談センター」を設置する方向で検討するとの回答を得た。具体的なスケジュールに

ついては未定とのこと。 
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３．その他  

○市＜令和５年６月１５日～令和５年７月７日 高齢者施設に対しアンケートを実施＞ 

対象施設 

施設種別 対象施設数 回答数 回答率（％） 

特別養護老人ホーム ３８ １４ ３７ 

介護老人保健施設 １５ ５ ３３ 

認知症高齢者グループホーム ５０ ８ １６ 

介護付き有料老人ホーム １９ ６ ３２ 

養護老人ホーム １ ０ ０ 

合計 １２３ ３３ ２７ 

 

質問事項 

・介護ロボット導入の有無 

・導入した機器の種類 

・介護ロボット導入にあたっての工夫・大変だったこと・よかったこと 

・介護ロボット導入の検討の有無及び検討をしていない場合の理由 

・興味のある介護ロボットについて 

・講演会について 等 

 

アンケート結果 

・最も導入が多いのは「見守り機器」。見守り機器の良かった点は「事故のリスクが

減った」「夜間の見回り回数が減った」 

・次に導入が多いのは「介護業務支援機器」。介護業務支援機器の良い点は「記録作

成時間の短縮」「情報の集約」 

・機器の導入を「検討していない」と回答した施設の理由をみると「どの程度効果が

あるかわからない」「職員が使いこなせるか不安」「費用負担が重い」が同数で一番

多い理由となっている。 
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アンケート結果を受けて 

「職員が使いこなせるか心配」「導入後の効果やメンテナンスが心配」という声が

多かったことから、導入後の実態について知ってもらうために、以前から行っていた

市ホームページでの導入事例紹介のほか、国の相談窓口で体験やレンタルが可能なこ

とも周知することとした。 

 

○市＜令和５年１１月１５日 千葉市介護ロボットフェアを視察＞ 

・講演会 「介護ロボットの開発と普及について」 

公益財団法人テクノエイド協会企画部長より、在宅を意識した取組みが 

進んでいるなどの国の最新の動向や、テクノエイド協会の福祉機器等の 

安全利用に関する取組み等についての説明があった。 

     「介護ロボット導入事例紹介」 

実際に市の補助金を活用した特別養護老人ホーム２施設より、介護ロボ 

ットを導入した効果等について講演があった。 

・展示会 出展法人２４社による介護ロボット・ICTの展示会 

各ブースにて出店法人による製品説明が行われ、実際に製品を手に取り、 

体験や説明を受けることができた。 
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４．今後の取組み 

＜施設に向けて＞ 

・引き続き、市及び県の補助金を周知するとともに、介護ロボット等の導入事例の紹

介を行っていく。 

・令和６年１月１９日開催予定の埼玉県の介護ロボット相談窓口が主催するセミナ

ーを周知し、国の介護ロボット相談窓口の活用を促していく。 

・市が年に２回開催している介護人材確保対策懇談会を通じて、介護ロボット・ICT

導入についての考え方や課題などについて、聞き取りを行っていく。 

 

＜県に向けて＞ 

・「介護生産性向上推進総合事業」による「介護生産性向上総合相談センター」の早

期の設置について引き続き要望していく。 

設置された場合には、連携して施設に活用してもらえるよう働きかけていく。 


